
ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

「
バ
ル
バ
ラ
を
踊
る
」
〜
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
〜

◎
10
／
６
（
金
）　

19

：

00 

【
有
料
】

◎
10
／
７
（
土
）　

15

：

00
・
19

：

00

◎
10
／
８
（
日
）　

15

：

00

青
山
円
形
劇
場

☎
０
４
８
（
６
４
５
）
６
５
５
１ 

ア
キ
コ・カ
ン
ダ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

(

社)

日
本
バ
レ
エ
協
会
関
東
支
部
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク

第
19
回
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

◎
10
／
22
（
日
）　

16

：

00 

【
有
料
】

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
５
２
２
）
４
８
８
３ 

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

☎
０
４
８
（
８
８
６
）
６
４
２
０ 

河
上

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
18
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
参
加

D
o CO

LO
RS 

第
４
回
公
演
「a BLU

E

」

◎
10
／
28
（
土
）　

19

：

30 

【
有
料
】

◎
10
／
29
（
日
）　

13

：

00
・
16

：

00

全
労
済
ホ
ー
ル 

ス
ペ
ー
ス
・
ゼ
ロ

☎
０
４
８（
８
３
７
）２
５
０
７ 

カ
ヨ 

イ
チ
カ
ワ 

ダ
ン
ス 

ス
タ
ジ
オ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

東
京
バ
レ
エ
芸
術
劇
場
付
属

板
橋
、王
子
、さ
い
た
ま
バ
レ
エ
研
究
所
合
同
発
表
会

◎
11
／
４
（
土
）　

16

：

30

 

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
８
３
４
）
５
６
４
５ 

浅
野
愛
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
39
回 

若
松
美
黄
・
津
田
郁
子

自
由
ダ
ン
ス
公
演
「Easy

」

◎
11
／
９
（
木
）　

19

：

30 

【
有
料
】

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
８
５
３
）
９
４
１
０ 

若
松
美
黄

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

マ
リ
エ
バ
レ
エ
発
表
会
＆
ベ
ト
ナ
ム
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
２
０
０
６〈
第
10
回
記
念
公
演
〉

◎
11
／
12
（
日
）　

16

：

30 

【
有
料
】

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

リ
リ
ア 

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
２
２
２
）
１
５
３
５ 

矢
嶋
麻
律
絵

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
路
瑠
美
子
バ
レ
エ
新
人
の
会 

【
有
料
】

◎
11
／
12
（
日
）　

16

：

00 

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

☎
０
３
（
３
４
６
９
）
１
４
６
８ 

山
路
バ
レ
エ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

矢
野
美
登
里
エ
コ
ー
ル 

ド
ゥ
バ
レ
エ 

第
48
回
発
表
会

◎
11
／
19
（
日
）　

14

：

00 

県
立
熊
谷
会
館

☎
０
４
８
（
５
２
２
）
４
８
８
３ 

矢
野
美
登
里

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
57
回 

間
瀬
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
11
／
23
（
木
・
祝
）　

14

：

00 

県
立
熊
谷
会
館

☎
０
４
８
（
５
２
１
）
３
５
０
０ 

野
呂

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

36
周
年
記
念 

第
24
回 

大
岩
静
江
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
12
／
10
（
日
）　

16

：

30
（
予
定
）　 

 

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
２
８
３
）
９
５
８
７ 

大
岩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
17
回 

す
ゞ
き
さ
よ
こ
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
発
表
会

◎
12
／
17
（
日
）　

15

：

00

東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
９
（
２
８
５
）
３
１
９
８ 

す
ゞ
き

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
里
照
子
ダ
ン
ス
リ
サ
イ
タ
ル 

【
有
料
】

◎
12
／
17
（
日
）　

18

：

00 

俳
優
座
劇
場

☎
０
３
（
３
９
９
５
）
２
２
１
８ 

藤
里

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
林
和
加
枝
ダ
ン
ス
展 

【
有
料
】

◎
12
／
21
（
木
）　

19

：

00 

川
口
リ
リ
ア
催
し
広
場

☎
０
４
８
（
２
５
４
）
８
１
５
５ 

小
林

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

グ
ラ
ン 

ジ
ュ
ッ
テ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
トN

o.9

◎
12
／
24
（
日
）　

15

：

00

 

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

☎
０
４
８
（
６
８
５
）
３
５
５
０ 

新
野

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
４
／
７
（
土
）　

14

：

00
（
予
定
）

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
６
４
５
）
６
５
５
１ 

ア
キ
コ・カ
ン
ダ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
ス
タ
ジ
オ
10
周
年
〜

第
11
回 

和
泉
伽
甫
留
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
４
／
29
（
日
）　

15

：

00

彩
の
国
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

☎
０
４
８
（
８
６
６
）
４
３
６
７ 

和
泉
伽
甫
留

協
会
員
催
し
物
ご
案
内

２
０
０
６
年
10
月
〜
２
０
０
７
年
４
月

「
コ
ン
ク
ー
ル
」新
た
な
出
発

コ
ン
ク
ー
ル
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

矢
野
美
登
里

　

埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

第
39
回（
今
年
度
）よ
り
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の

申
し
込
み
に

変
わ
り
、ネ
ッ

ト
に
弱
い
私

な
ど
、心
配
で

心
配
で
た
ま

り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
を

肯
定
す
る
よ

う
な
、大
変
な

事
態
と
な
り

ま
し
て
、参
加

の
皆
様
に
は
、

一
方
な
ら
ぬ

ご
迷
惑
を
お

掛
け
致
し
ま

し
て
、本
当
に

心
が
痛
み
、執
心
よ
り
お
詫
び
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。又
、事
務
局
、コ
ン
ク
ー
ル

実
行
委
員
会
の
皆
様
に
は
、心
か

ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
な
、い
き
さ
つ
が
ご
ざ
い

ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、バ
レ
エ
・

モ
ダ
ン
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
七
曲
、

昨
年
よ
り
増
え
ま
し
た
事
は
、こ

の
上
な
い
喜
び
と
共
に
心
よ
り
安

堵
致
し
ま
し
た
。

　

私
共
も
新
時
代
に
対
応
し
て
、

少
し
で
も
参
加
者
の
方
々
の「
プ

ラ
ス
」に
な
る
よ
う
努
力
し
、洋
舞

の
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

【
評
】
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

舞
踊
家　

橋
浦　

勇

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
踊
ら
れ
る
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
主
役
か
そ
れ
に

準
ず
る
ダ
ン
サ
ー
が
踊
る
も
の
ば

か
り
で
す
か
ら
指
導
者
の
経
験
が

問
わ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
踊
り
を

踊
っ
て
き
た
指
導
者
な
ら
ば
問
題

は
な
い
の
で
す
が
ビ
デ
オ
が
頼
り

の
指
導
者
の
場
合
そ
れ
は
如
実
に

踊
り
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。

○

体
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
ポ
ー
ル
ド

ブ
ラ
の
不
明
確
さ

○
音
楽
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、リ
ズ
ム
が

と
れ
ず
雰
囲
気
だ
け
で
踊
る
人

○
ス
テ
ー
ジ
の
場
所
の
と
り
か
た

○

衣
裳
の
あ
い
ま
い
さ
、た
と
え

ば
ド
ン
キ
・
コ
ツ
ペ
リ
ア
３
幕

の
踊
り
は
結
婚
式
の
場
な
の
に

そ
の
配
慮
の
無
さ

○

マ
イ
ム
の
意
味
不
明
、ジ
ゼ
ル
・

オ
ー
ロ
ラ
共
に
一
幕
の
踊
り
の

導
入
部

　

こ
れ
ら
は
厳
然
た
る
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
採
点
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

次
に
や
め
て
ほ
し
い
も
の
は
コ
ン

ク
ー
ル
馴
れ
し
た
笑
顔
や
小
首
の

か
し
げ
、場
所
移
動
の
際
の
ベ
テ

ラ
ン
風
な
歩
き
方
や
走
り
方
、そ

し
て
不
必
要
な
技
術
の
誇
示
、こ

れ
ら
は
バ
レ
エ
芸
術
か
ら
は
ず
れ

た
芸
人
の
お
も
ね
り
と
し
か
み
え

ず
採
点
に
ひ
び
き
ま
す
。

児
童
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
踊
り
を
見
て

い
る
と
そ
の
背
後
の
指
導
者
の
良

し
悪
し
が
見
え
て
き
ま
す
。そ
れ
に

よ
っ
て
幸
・
不
幸
が
決
ま
る
の
で

す
か
ら
教
え
る
方
も
教
わ
る
方
も

よ
く
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
汗
を
流
し
て
頑
張
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
審
査

も
目
が
充
血
す
る
ほ
ど
き
ち
っ
と

見
て
や
ら
ね
ば
と
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
審
査
員
個
々
の
バ
レ
エ

感
の
相
違
が
あ
っ
て
一
曲
に
対
す

る
採
点
で
も
極
端
な
ぐ
ら
い
ま
ち

ま
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
賞
位
は
審
査
員

の
責
任
で
す
。審
査
員
の
顔
ぶ
れ

で
順
位
は
株
式
市
場
の
よ
う
に
変

る
の
で
す
。で
す
か
ら
上
位
に
入

っ
た
と
飛
ん
で
喜
ん
だ
り
賞
外
だ

っ
た
と
が
く
ん
と
落
ち
込
ん
だ
り

し
な
い
で
、バ
レ
エ
は
コ
ン
ク
ー

ル
だ
け
で
は
な
い
と
胸
を
張
っ
て

バ
レ
エ
を
正
し
い
指
導
者
の
も
と

で
頑
張
っ
て
続
け
て
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
役
員
の

方

（々
一
人
一
人
立
派
な
先
生
な

の
に
）の
甲
斐
が
い
し
い
働
き
ぶ

り
を
目
の
当
た
り
に
見
て
埼
玉
県

舞
踊
協
会
の
結
束
力
を
感
じ
ま
し

た
。
39
回
目
を
迎
え
た
数
あ
る
コ

ン
ク
ー
ル
の
中
で
も
老
舗
格
と
し

て
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
の

重
さ
を
大
切
に
し
て
い
た
ゞ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
コ
ン
ク
ー
ル
モ
ダ
ン
評
論
は
次
号

　

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
撮
影
／
山
口
晴
久

このような素晴らしい賞をいただき
大変嬉しいです。お世話になった先
生方、自分を育ててくれた先生に感
謝してます。今までどおり自分のペ
ースで頑張って行きたいと思います。

このような素晴らしい賞をいただき
大変嬉しいです。お世話になった先
生方、自分を育ててくれた先生に感
謝してます。今までどおり自分のペ
ースで頑張って行きたいと思います。

先生をはじめ、沢山の方々の支えが
あって今回このような最高の賞を頂
く事ができました。支えてくれた人
達の喜ぶ顔が見れて本当に嬉しかっ
たです。これからも感謝の気持ちと
踊る楽しさを忘れずに努力を重ねた
いです。

先生をはじめ、沢山の方々の支えが
あって今回このような最高の賞を頂
く事ができました。支えてくれた人
達の喜ぶ顔が見れて本当に嬉しかっ
たです。これからも感謝の気持ちと
踊る楽しさを忘れずに努力を重ねた
いです。

結果を聞いたとき、感激のあまり涙
がとまりませんでした。最後まで私
を支えてくださった先生方に感謝の
気持ちでいっぱいです。これからも、
多くの方に認めてもらえる踊り手を
目指して日々努力していきたいです。

今回、田中俊行先生のご支援のもと
原麻衣子先生にご指導して頂く事が
でき、そのおかげで一段と成長する
事ができました。今まで温かくご指
導して下さった先生方、見守ってく
れた家族に感謝の気持ちでいっぱい
です。

今回、田中俊行先生のご支援のもと
原麻衣子先生にご指導して頂く事が
でき、そのおかげで一段と成長する
事ができました。今まで温かくご指
導して下さった先生方、見守ってく
れた家族に感謝の気持ちでいっぱい
です。

僕の「室内劇」という踊りは、即興
で動くところがあり、毎回頭の中で
考えて、それをやってみます。だから
同じ踊りは二度とできません。そこ
が僕の好きなところです。技術を身
につけて、もっと自由に踊りたいです。

僕の「室内劇」という踊りは、即興
で動くところがあり、毎回頭の中で
考えて、それをやってみます。だから
同じ踊りは二度とできません。そこ
が僕の好きなところです。技術を身
につけて、もっと自由に踊りたいです。

バレエを始めた時から憧れていたこ
のすばらしい賞を頂くことができ、
本当に嬉しいです。この賞を励みに、
これからも日々努力して、頑張りた
いです。ご指導して下さった先生方
には、感謝の気持ちでいっぱいです。

バレエを始めた時から憧れていたこ
のすばらしい賞を頂くことができ、
本当に嬉しいです。この賞を励みに、
これからも日々努力して、頑張りた
いです。ご指導して下さった先生方
には、感謝の気持ちでいっぱいです。

大場優香

森山温子

水
谷
実
喜

上
原
か
つ
ひ
ろ

モダン1部 第1位 バレエ1部 第1位

バレエ2部 第1位

バ
レ
エ
ジ
ュ
ニ
ア
部

　
　
　
　
　

第
１
位

モダンジュニア部 第1位

モ
ダ
ン
２
部 

第
１
位

林　芳美

千葉　馨

7月23日～30日
さいたま市文化センター大小ホール

第39回埼玉全国
舞踊コンクール

主催◎埼玉県舞踊協会

共催◎(財)さいたま市文化振興事業団

後援◎埼玉県／埼玉県議会／埼玉県教育委員会

　　　埼玉県文化団体連合会／朝日新聞さいたま総局

　　　埼玉新聞社／東京新聞さいたま支局

　　　毎日新聞さいたま支局／読売新聞さいたま支局

　　　テレビ埼玉／チャコットＫＫ／(社)現代舞踊協会

　　　(社)日本バレエ協会／(財)橘秋子記念財団

2006.10.5（木）  NO.22

　

S･D･A･NEWS

「
ご 

挨 

拶
」

会
長  

津
田
郁
子

　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
で
は
、
６
月

総
会
に
お
い
て
、
平
成
18
〜
19
年

度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
の
事
業
を
効
率

よ
く
継
続
す
る
と
共
に
、
時
代
に

合
っ
た
新
し
い
対
応
を
図
り
、
舞

踊
芸
術
を
一
層
活
性
化
す
る
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

暗
い
話
題
の
多
い
時
代
層
で
す

が
、
舞
踊
は
、
世
の
中
を
少
し
で

も
明
る
く
す
る
役
割
が
、
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
種

の
自
主
公
演
、育
成
公
演
、コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
を
と
う
し
て
、
技
術
・
内
容

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
み
な
の
力

を
結
集
し
、
よ
り
良
い
舞
踊
芸
術

に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

助
成
金
等
の
構
成
が
変
わ
り
、

あ
る
い
は
縮
小
、
あ
る
い
は
廃
止
、

な
ど
と
激
し
く
、
難
し
い
局
面
が

多
々
出
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

理
事
の
先
生
方
、
会
員
の
皆
様
の
一

層
の
お
力
を
お
借
り
し
、
新
し
い
時

代
に
突
き
進
ん
で
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
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【
新
年
度
の
各
部
担
当
一
覧
・
紹
介
】

○
協
会
運
営
責
任
者

　

津
田
郁
子
・
藤
井
利
子
・
由
井
カ
ナ
コ

○
総　

務

　

担
当
理
事
：
高
野
尚
美
・
中
村
友
美
・

　

河
上
正
子

　

事
務
局
員
：
新
野
久
美
子

○
経　

理

　

担
当
理
事
：
新
野
正
代
・
河
上
正
子

○
広 

報（
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

担
当
理
事
：
山
本
教
子

○
研
究
部

　

担
当
理
事
：
佐
多
達
枝
・
藤
井  

香

○
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
・
運
営

　

担
当
理
事
：
中
村
友
美
・
栃
沢
寿
美

○
ス
テ
ー
ジ
１
企
画
・
運
営

　

担
当
理
事
：
松
崎
す
み
子
・
高
野
尚
美

○
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
矢
野
美
登
里

　

担
当
理
事
：
河
上
正
子
・
窪
内
絹
子
・

　

高
野
尚
美
・
手
島
か
つ
こ
・
栃
沢
寿
美
・

中
村
友
美

○
コ
ン
サ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
若
松
美
黄

　

担
当
理
事
：
大
岩
静
江
・
窪
内
絹
子
・

　

佐
藤
良
寛
高
野
尚
美
・
手
島
か
つ
こ
・

山
本
教
子

○
各
部
公
演
事
業
部
員

　

穴
水
か
お
り
・
和
泉
加
甫
留
・

　

市
川
華
代
・
上
田
仁
美
・
岡
村
え
り
子
・

　

川
名
今
朝
美
・
小
林
和
加
枝
・

　

北
原
弘
子
・
佐
々
木
祐
子
・

　

志
保
野
ひ
ろ
み
・
す
ゞ
き
さ
よ
こ

　

谷 

乃
梨
絵
・
矢
嶋
麻
律
絵
・
山
中
有
子
・

吉
田
久
木
子 

コレオグラファーの目  vol.2
埼玉県立美術館企画展『美術館は白亜紀の夢を見る』を

ダンス・バレエによって表現する
野外パフォーマンス

日　時：2006年11月19日（日）  12：00～13：00
場　所：北浦和公園音楽噴水前広場　他。
　　　  （雨天の場合は埼玉県立近代美術館エントランスホール他で開催）

観覧料：無 料（お席のご用意はございません）
　　　　　※但し『美術館は白亜紀の夢を見る』展の観覧には、一般：700円、大高生：560円の
　　　　　　観覧料が必要です。なお中学生以下と65歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方
　　　　　　（付き添い１名を含む）はいずれも無料です。

作者＆出演者：赤松愛子、秋山瑞歩、植木結子、江積志織、岡野満紀子、
　　　　　　　小国香織、小関有希、海保文江、　川真理子、久保田妙子、
　　　　　　　近藤  碧、齊藤菜美、桜井  陽、設楽涼子、関口淳子、高橋純一、
　　　　　　　玉村唯夏、西川未来子、野川真理子、林由紀子、藤井  香、
　　　　　　　古宿瑠美、幕田晴美、松元日奈子、美濃山早紀、山辺千秋

問合せ先：埼玉県舞踊協会　Tel.048-822-7530　※月、木曜日 10:00～16:00
　　　　　研究部　藤井香　Tel.048-866-7366

主　催：埼玉県舞踊協会

共　催：埼玉県立近代美術館　埼玉県さいたま市浦和区常盤９-30-１
　　　　　　　　　　　　　　Tel.048-824-0111
　　　　　　　　　　　　　　京浜東北線北浦和駅西口徒歩３分（北浦和公園内）
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「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目
」vo

l.1

を
観
て

佐
多
達
枝

　

３
月
19
日
（
日
）
北
浦
和
の
美
術
館

で
「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目
」vol.1

の

タ
イ
ト
ル
で
15
作
品
・
10
数
人
に
よ
っ
て

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

会
の
研
究
部
の
藤
井

香
さ
ん
の
働
き
で
と
て

も
画
期
的
な
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
美
術
館

の
入
り
口
か
ら
だ
っ
た

り
、
地
階
の
円
形
の
部

屋
だ
っ
た
り
建
物
の
入

り
口
か
ら
続
く
ガ
ラ
ス

張
り
の
壁
に
沿
っ
て
だ
っ
た
り
。
観
客
は

勿
論
当
日
の
ダ
ン
サ
ー
の
友
人
だ
っ
た
り
、

家
族
だ
っ
た
り
で
こ
の
催
し
を
知
っ
て
来

ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

何
も
知
ら
ず
美
術
館
に
来
ら
れ
た
方
々

は
び
っ
く
り
さ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

積
極
的
に
好
奇
心
を
も
っ
て
観
て
く
れ
た

と
云
う
印
象
で
し
た
。
劇
場
で
順
に
観
る

と
云
う
の
と
違
っ
て
あ
ち
こ
ち
で
同
時
進

行
で
す
の
で
全
体
を
通
し
て
作
品
の
評
価

を
述
べ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
こ
の
催

し
に
対
し
て
の
感
想
と
し
て
、
お
行
儀
よ

く
座
っ
て
観
る
の
で
は
な
く
我
が
儘
に
場

所
を
か
え
た
り
立
ち
止
ま
っ
た
り
し
て
観

る
だ
け
に
、
曲
が
り
角
で
ハ
ッ
と
し
た
り

オ
ッ
！
こ
れ
も
あ
り
だ

な
と
云
う
の
が
私
は
新

鮮
な
期
待
で
楽
し
か
っ

た
。
そ
れ
は
出
番
の
前

に
、
廊
下
の
途
中
の
狭

い
壁
際
の
空
間
の
４
人

く
っ
つ
い
て
膝
を
抱
え

て
坐
っ
て
い
る
の
だ
っ

た
り
、
廊
下
の
壁
に

ひ
っ
そ
り
１
人
坐
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
り
と

か
で
し
た
。全
部
を
ち
ゃ
ん
と
見
れ
な
か
っ

た
の
が
残
念
と
か
云
う
の
で
な
く
た
ま
た

ま
廊
下
を
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
で
観
た
の
が

面
白
か
っ
た
と
か
そ
れ
が
い
ゝ
の
で
は
な

い
か
し
ら
。
真
面
目
に
そ
ろ
っ
て
踊
る
の

は
似
合
わ
な
い
、
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
も

こ
っ
ち
が
正
面
と
決
め
て
そ
ろ
っ
て
そ
っ

ち
向
き
に
踊
る
の
は
似
合
わ
な
い
。
日
本

人
の
国
民
性
か
ら
云
っ
て
観
客
参
加
は
な

か
な
か
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
ア
ド
リ

ブ
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
期
待
す
る
の
は
無
責

任
か
な
、
無
理
か
な
？
私
の
よ
う
に
年
老

い
た
者
バ
レ
エ
出
身
の
者
は
な
か
な
か
融

通
が
利
か
な
い
け
ど
あ
の
よ
う
な
空
間
で

の
意
外
性
に
満
ち
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
若

い
方
々
に
ど
ん
ど
ん
冒
険
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
遊
び
心
、
ユ
ー
モ
ア
、
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
、
で
も
適
当
と
云
う
の
で
な
く
。

音
楽
の
あ
り
方
、
衣
裳
の
こ
と
、
催
さ
れ

る
美
術
と
の
関
わ
り
方
、
い
ろ
い
ろ
考
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
藤
井
香

さ
ん
の
新
鮮

な
企
画
が
実

現
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

関
わ
ら
な
か
っ

た
者
が
云
い

た
い
こ
と
だ
け

で
云
っ
て
ご
め

ん
な
さ
い
。

■「
こ
れ
か
ら
も
増
々
合
理
的
な

コ
ン
ク
ー
ル
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
」

山
口
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
（
有
） 

山
口
晴
久

　

今
回
で
39
回
目
と
、
大
き
な
歴
史
を

築
い
て
来
た
も
の
で
す
。

私
が
撮
影
さ
せ
て
頂
き
始
め
た
の
が
大

宮
の
商
工
会
館
か
ら
で
し
た
。
と
て
も

参
加
者
が
少
な
く
３
年
ほ
ど
採
算
が
と

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
写
真
の

技
術
を
磨
く
の
に
と
て
も
良
い
機
会
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

会
場
が
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

に
移
っ
て
か
ら
、
毎
年
参
加
人
数
が
増

え
続
け
今
の
よ
う
な
大
き
な
コ
ン
ク
ー
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
コ
ン
ク
ー
ル

と
大
き
な
違
い
は
、
大
ホ
ー
ル
と
小
ホ
ー

ル
同
時
開
催
で
、
予
選
で
の
２
部
・
ジ
ュ

ニ
ア
の
１
分
審
査
、
こ
れ
は
写
真
を
撮
る

側
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
な
事
で
、
決
し

て
一
人
で
撮
る
こ
と
が
出
来
ず
、
審
査
員

の
先
生
方
に
だ
い
ぶ
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
あ
こ
れ
だ

け
多
数
の
参
加
者
を
た
っ
た
の
１
週
間

で
さ
ば
い
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
と
て

も
合
理
的
で
あ
る
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
審
査
で

あ
る
の
で
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
舞
踊

家
と
し
て
の
資
質
を
問
う
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
や
ヴ
ァ
ル
ナ
な
ど
、
と

く
に
ヴ
ァ
ル
ナ
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
３
週

間
以
上
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

と
に
か
く
日
本
は
コ
ン
ク
ー
ル
が
多

い
、
発
表
会
で
も
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
い
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
競
い
合
い
だ
。
し

か
し
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
大
切

な
こ
と
は
肉
体
か
ら
溢
れ
出
る
表
現
力

の
ほ
う
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　

話
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
た
め
二
年
に
一
度
ベ
ル
ギ
ー
の
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
市
立
バ
レ
エ
学
校
へ
撮
影
に

行
き
ま
す
が
、
12
才
か
ら
18
才
ま
で
の

生
徒
が
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
朝
の
８

時
か
ら
の
バ
ー
と
セ
ン
タ
ー
の
二
時
間
ほ

ど
の
み
で
、
普
通
の
授
業
の
他
に
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
、
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
多
方
面
に
わ

た
っ
て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
る
。
モ
ダ

ン
は
嫌
だ
、
な
ど
と
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

プ
ロ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
の
に
、

皆
と
て
も
真
剣
で
あ
る
。

　

資
質
を
高
め
て
行
く
に
は
、
舞
台
で

踊
る
回
数
が
多
く
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

賞
を
と
る
た
め
の
出
場
で
は
な
く
、
出
る

ご
と
に
成
長
し
て
い
く
方
が
、
ど
れ
だ
け

先
が
楽
し
み
だ
ろ
う
か
。
私
が
記
憶
し

て
い
る
限
り
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
部
で

何
年
も
続
け
て
出
場
し
て
頂
点
に
達
し

た
、
吉
田
都
さ
ん
や
酒
井
は
な
さ
ん
は

今
で
も
光
輝
い
て
い
る
ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
。

　

今
回
か
ら
ネ
ッ
ト
上
で
の
み
の
参
加

申
込
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
見
の
明

が
あ
り
と
て
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
参
加
者
の
先
生
方
に
は
、
日
が
選

べ
な
い
と
か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
１
部
と
ク
ラ

シ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
部
の
同
じ
時
間
帯
に
重

な
っ
て
、
片
方
が
見
れ
な
か
っ
た
と
言
う

よ
う
な
不
満
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 
ど
う
ぞ
埼
玉
コ
ン
ク
ー
ル
が
日
本
を
代

表
す
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
大
い
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

「
ス
テ
ー
ジ
１
終
了
」　　

藤
井
利
子

　

九
月
二
十
三
日
（
土
）
七
時
、二
十
四
日
（
日
）

一
時
、
五
時
開
催
「
ス
テ
ー
ジ
１
」
開
催
以
来

初
め
て
の
三
回
公
演
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

踊
り
た
い
・
創
り
た
い
意
欲
が
、
観
客
の
暖
か

い
応
援
の
拍
手
で
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇

場
小
ホ
ー
ル
の
舞
台
・
客
席
一
体
空
間
を
満
た

し
ま
し
た
。先
ず
は
今
回
、三
回
公
演
に
踏
み
切
っ

た
企
画
運
営
担
当
の
松
崎
す
み
子
、
高
野
尚
美

氏
に
、
又
支
え
て
お
手
伝
い
下
さ
い
ま
し
た
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
品
参
加
者
の
顕
著
な
意
欲
を
感
じ
た
の

は
、
三
回
目
の
舞
台
で
、
創
作
も
ダ
ン
サ
ー
の

表
現
力
も
初
回
と
比
べ
て
み
ご
と
に
完
成
度
を

高
め
て
い
た
事
で
す
。
持
て
る
力
を
、
今
在
る

段
階
を
最
高
に
発
揮
す
る
結
果
が
得
ら
れ
、
舞

台
に
携
わ
る
人
は
舞
台
で
成
長
し
て
行
く
の
だ

と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
振
り
に
も
宿
る
表
現
の
深
さ
重
さ
を
思

索
し
た
り
、
自
身
の
言
葉
で
語

れ
る
よ
う
な
個
性
を
生
か
す
感

性
、
間
、
呼
吸
等
の
追
求
、
技

術
ア
ッ
プ
の
把
握
等
山
積
み
の

研
修
を
比
の
ス
テ
ー
ジ
１
公
演

で
体
験
し
な
が
ら
学
び
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
更
な
る
発
展
へ
挑
戦

し
な
が
ら
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
育
成
事
業
と
し
て
比
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

私
自
身
、
見
せ
て
頂
く
側
と
し
て
も
、
新
し

い
発
見
、新
鮮
な
風
や
、心
や
感
性
の
共
有
、夢
、

パ
ワ
ー
等
感
じ
る
度
に
益
々
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
へ

の
愛
が
深
ま
る
楽
し
さ
を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
作
品
感
想
は
、
修
了
後
の
打
ち
上
げ

会
場
で
、
評
論
家
山
野
博
大
氏
を
中
心
に
、
感

想
発
言
者
担
当
の
由
井
カ
ナ
コ
、佐
多
達
枝
（
初

日
公
演
の
各
作
品
の
感
想
文
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
）、
藤
井
利
子
が
、
個
別
に
対
話
し
、

和
や
か
に
、
次
回
へ
の
期
待
を
胸
に
散
会
い
た

し
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
特
別
出
演
で
お
招
き
し
た
萩
原

彩
花
氏
、
黒
澤
朋
子
氏
の
素
晴
ら
し
い
演
技
は
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
、
観
客
の
皆
様
に
と
っ
て
も

忘
れ
難
い
印
象
と
な
っ
て
残
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ
ゝ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。◎

ス
テ
ー
ジ
１ 

来
年
予
告

２
０
０
７
年
９
月
８
日（
土
）・９
日（
日
）

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場 

小
ホ
ー
ル

◎
編
集
後
記

　

待
つ
!!
待
っ
て
る
!!
待
っ
て
い

な
け
れ
ば
…
!!

色
々
な
こ
と
を
期
待
し
て
待
つ
。

楽
し
さ
、
大
変
を
今
回
も
新
聞
を

編
集
し
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
の
記
事
を
掲

載
し
な
が
ら
…
。
こ
れ
か
ら
の
若

い
芽
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

広
報
部  

山
本
教
子

◎お知らせ「協会員 催し物ご案内欄」次回の掲載は2007年4月～10月公演となります。　第23回舞踊協会ニュースの発行予定は2007年4月。　※申込締切は2月末日といたします、早めに広報までお知らせください。

■「
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

に
よ
せ
て
」

（
18
年
間
ビ
デ
オ
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
）

　

ス
タ
ッ
フ
テ
ス
株
式
会
社

(

有)

テ
ス
・
ビ
デ
オ
・
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役　

飯
島 

担

　

１
９
８
８
年
、
当
時
埼
玉
県
舞
踊

協
会
会
長
（
現
名
誉
会
長
）
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
藤
井
公
先
生
か
ら
ご

依
頼
を
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

毎
年
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
へ

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

以
来
、
18
年
に
亘
り
弊
社
の
夏
は
毎

年
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
出
演
人
数
が
増
え
、
日
本
全

国
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
々
に
お
会
い

出
来
る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
、
歴
史

あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
て
、大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
依
頼
を
頂
く
ま
で
こ
の

よ
う
な
大
規
模
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
伺
っ

た
こ
と
が
な
く
、
撮
影
か
ら
受
付
に

い
た
る
ま
で
一
か
ら
手
探
り
で
始
め
ま

し
た
。

　

今
で
は
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
当

日
に
製
品
を
お
渡
し
す
る
形
式
も
、

お
伺
い
し
て
か
ら
３
年
目
に
軌
道
に

乗
り
、
以
来
社
員
一
同
こ
ち
ら
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
出
演

者
の
技
術
的
な
レ
ベ
ル
よ
り
、
カ
メ

ラ
を
通
し
て
見
え
る
真
剣
な
眼
差
し
・

圧
倒
さ
れ
る
気
迫
を
映
像
に
残
す
と

い
う
こ
と
は
、
我
々
に
し
か
出
来
な
い

技
術
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
出
演
皆
様
の
記
念
と
な
る

映
像
を
製
品
と
し
て
お
渡
し
出
来
た

時
、
何
事
に
も
変
え
が
た
い
充
実
と

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
一
人
、
お
一
人
の
記

念
と
な
る
映
像
を
残
せ
る
よ
う
、
埼

玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
と
共
に
成

長
し
て
い
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

ダンス・セッション
2006 ─呼吸─
●2006年12月17日（日） 17：00開演
●彩の国さいたま芸術劇場　大ホール
　　　　　　　　　　　　〈全席自由  3,000円〉
◎第39回埼玉県全国舞踊コンクール
　　　　　　　　成人の部　上位入賞作品披露
◎埼玉県舞踊協会が総力を挙げての
　　　　  バレエ・モダンの合同協力作品「呼吸」
　総合監督・演出　若松美黄
　作品者（50音順）　和泉伽甫留／市川華代／上田仁美／
　大岩静江／河上正子／佐藤良寛／志保野ひろみ／
　谷 乃梨絵／藤井 香／山本教子

STAGE1

第33回ステージワン
彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
2006年9月23日（土）・24（日）

　19歳で故郷からアメリカのマーサ・グラームの元へ飛
び込んでからのダンス生活は、楽しい事ばかりではなく、
過酷な日々 の連続でした。戦後10年目のアメリカで、人
種問題にも直面し、故郷に思いを馳せながらも頑張れた
のは、ダンスを愛し、ただただマーサを信じて付いてい
けたからでした。この時期の何ものにも変えがたい貴重
な経験は、今ある私の全ての土台となっています。
　グラハム舞踊団を退団、帰国してから45年の月日が
過ぎました。ダンスを創り、ひたすら踊る事に夢中だった
私にとっては、あっという間のような気がします。
 さいたま市大宮に本拠地を移して早10年が過ぎました。
生まれ育った場所で活動出来る事が、これ程心を癒し、
安らぎをもたせてくれるのかと、しみじみと感じています。
　今年2月、3冊目となる篠山紀信さん撮影の写真集
「AKIKO」を出版しました。これは、1971年の出合いから、
篠山さんが35年間撮りためた写真の集大成です。
　故郷に戻った事で、これ迄の自分の活動の軌跡を全
てを形として残しておきたいと思いました。出版記念に銀
座・和光ホールで写真展を開催していただく事も出来まし
た。多くの方達の支えと応援が私を包み込んで下さって
いる事に感謝しています。

　帰国後すぐに講師となった宝塚
歌劇団でも、45周年記念として、
元劇団員の人達がリサイタルを企
画してくれました。12月に宝塚で公
演が実現します。
　これからも、ダンスを愛し続け、
ダンスの輪を次世代の人達に、広
げたいと願っています。夢は大きく
ふくらむばかりです。

故郷に感謝 アキコ・カンダ

（※写真集へのお問い合せはアキコ・カンダ事務所へ）

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位
橘秋子賞・県知事賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会長賞
第３位の２
県文化団体連合会長賞
第３位の３
県文化団体連合会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

大場優香

増田杏子

茂木恵一郎

早矢仕友香

長谷川修子

伊東真央
冨吉咲也子
沖田貴士
鳴海令那
曽根原彩納
秋吉奈津美
大槻純子
平尾麻実

森山温子

中村悠

高田茜

山谷奈々

山岸千紗

土田明日香
吉田邑那
高田樹
小林美奈
田村彩恵
永瀬愛莉菜
中ノ目知章
松本佳織

水谷実喜

石崎双葉

山本景登

前沢愛

佐々木まどか

上野祐未
江口絵梨
井上加奈
上村桃花
金子綾乃
種田智美
野中麻紗子
中村絵梨

上原かつひろ

小林泉

大竹千春

磯島未来

皆川まゆむ

松田英子
高橋純一
荒木まなみ
高杉あかね
蛯子奈緒美
海保文江

森本なか

林芳美

木原浩太

幅田彩加

池ヶ谷奏

花房茉里奈

小川真奈
柴田茉実
岩濱翔平
島田早矢香
菊池成美
立野礼奈
茂木香澄
中村真梨香

千葉馨

江上万絢

鬼本佳織

南帆乃佳

田中萌子

本郷千洋

川合十夢
宮本悠加
吉岡瑞紅

小杉里美

１
部
成
人
の
部

平成18年度 第39回埼玉全国舞踊コンクール

決 選 入 賞 者

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

２
部
児
童
の
部

１
部
成
人
の
部

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

２
部
児
童
の
部

バ レ エ

モ ダ ン

桑原はるか・馬越梨奈・深澤綾乃

箭野早耶華・中村志智
平野響・加藤佑菜

マライア希夢ブラジル

呉松綾子・富士奈津子・瀧澤悠紀

撮影／水内宏之

伸びゆく彩の国さいたまの子どもたちによる

　   バレエ・モダンダンス
フェスティバル

《会場》川口総合文化センター リリアメインホール
《日時》2007年3月10日（土）・11日（日）

第40回


